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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・人事考課面接終了したため、行動観察メモ、下半期人事考課表を速やかに作成し、菅原AOMへ提出すること。
・青陽館の利用者様で喫煙中の方に関して、一日の煙草本数と禁煙の意向、禁煙意志の有無について各担当でリストに5/15までに入力すること。

保存先：みんなの共有→通所リハ→プログラムテキスト→青陽館喫煙者
・職員旅行の行程表を掲示板で確認しておくこと。不参加の場合は行事委員へ不参加届を提出するように。
・昇格試験実施予定。受験対象者である事を確認し、申し込みするように。また、申込みした際には管理者へ報告するように。
試験日程：5月28日(火)29日(水)30日(木)　
場所： メンタル4階メモリアルホール　
試験時間：17：30～18：30
申込期限：5月13日（月）～17日（金）17：00
対象職員：中級受験資格者
申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒昇格試験申込

・プログラム6月分について、
企画書　　⇒5月20日（月）まで。
テキスト月⇒5月27日（月）まで。プログラムについて不明な点は馬場さんへ。
＜嚥下機能に関しての取り組みについて＞

田中Drより提案があり、改善取り組みを行っていくことになった。
7/11（木）～12（金）に田中Drの知り合いのOTとPTが当法人へ来訪され、現状確認を含めて講演・研修、そして現場でのケースを通してのアプローチ方法の検討を行っていく予定。
事前に当法人の現状把握をするため、下記の調査を現場で実施すること。

　１．スタッフの意識調査（アンケート）　word版
　通所・コメディカルは菅原AOMに記載したアンケートを送信すること。
　２．各部署ケースの現状　excel版
※１：回答は嚥下機能回復訓練に携わる職種である、看護、栄養、OT・PT、介護の５職種を対象とする。
※２：病院４病棟ならびに南山苑各フロアーに入院・入所の全ケースを対象とし、該当項目への振り分けを行うこと。

※上記調査は、5/13（月）の時点での入院・入所者を対象とする。
〇作業終了期日: 5/20（月）
保存先は下記とするので、各部署の取り纏めを入力保存すること。
　みんなの共有→法人本部→摂食・嚥下調査（田中Dr）
＜研修・勉強会＞

・八戸精神科医会講演会への参加について

内容：認知症ケースの食事治療と精神症状（不眠・うつならびにせん妄などへの現場対応）
日時：5/16（木）18：45～20：30

場所：パークホテル3F

・法人研修

　ビデオ研修：5月16日（木）17：30～
　場所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
　テーマ：｢接遇の基礎について｣
　講師：三井住友海上火災保険株式会社　経営サポートセンター　水野　光博氏
※当日の出欠予定を記入すること。勤務で出席できない場合も記入すること。
・菅原AOMより研修案内あり。
認知行動療法、精神科アセスメント、SST、向精神薬の基礎知識についての研修。
＜利用者様情報＞

デイケア
・中村　豊様　　～本日体験利用実施。女性利用者様との交流が多く、急に抱き上げる事があり不適切な行動である事を指導している。指導に対してにやにやしながら謝罪をしている。自主活動の際にカラオケを希望し、他利用者と歌っていたが、途中で計算問題を始めたり、立て続けに何杯も飲水していることがある。
・繁名　和恵　様～先日、動悸がある為伴胃腸科内科心臓血管外科受診し、胸部レントゲン、心電図、採血施行。狭心症と説明があり内服薬（バイアスピリン・ニトロダーム）が処方となる。受診時はお薬手帳提示し、当院へ通院している事も話したとの事で用法、用量を確実に守り服用するように助言している。受診中にグループホーム世話人へ伴胃腸科内科心臓血管外科の看護師よりホルター心電図検査をしても良いか電話があり、本人と相談後に連絡する事としたとの事。
・庭田　美紀子様～外来看護師より情報があり、本日外来受診日だが本人より「もう行く必要がなくなったので行かない。」と電話があり、主治医へ確認し姉様に連絡する事になったとの事。外来看護師へ情報確認すると本人宅へ訪問看護師が急遽訪問するが取り合ってもらえず、その後姉様が本人宅へ行くが同様であり、受診に至っていない。その後本人より、当院に「なぜ保護者に電話したのか。具合は良くなった。」と強い口調で電話があったとの事。
・寺沢　彩様　　～本日、八戸市立市民病院精神科の定期受診後にデイケアに立ち寄っている。右足第5趾に疼痛、腫れがあり先週土曜日に整形外科受診し、疲労骨折の疑いで2週間後に再受診の予定との事。医師より歩く際に足の外側に力が入っている事が原因ではないかと説明を受けたと言う。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～今朝は、排便なく3日目となっているが腹痛はないとのことで申し送りがある。本日は、排便なく経過しており、腹痛はないとのこと。昼食は全体の2/3量摂取している。
・倉橋　生子　様～本日、サービス担当者会議実施。妹様、妹様の夫様、青風荘管理者、青風荘スタッフ、青明舎スタッフ（特定相談員）、病院SW、青陽館スタッフ出席。今後の方向性として、青風荘、青陽館は退所となり、青南病院入院の予定としている。退院後は、特定相談員より、入所可能施設を探す予定
・田中　一様　　～来所時から、冴えない様子が見られており、睡眠時間は6時間とれたと話している。最近、睡眠時間が安定しておらず、夜遅く寝る為疲れが取れないことを話している。理由として、帰宅後、30分仮眠をとってから、洗濯、食器洗いしており、「沢山することがあるんですよ」と話している。午後、14時眩暈がすると話し静養室での休養が聞かれ、2時間利用している。バイタル異常ななし。利用後の体調について、｢ふらつきはないが、眩暈はまだしている｣と話している。
ナイトケア

・下妻　康貴様　～明日、会社の同僚と八甲田山にスキーに行く予定だったが、スキー場の営業が終了したため、龍泉洞に行く事にしたと話している。テレビを見たり、他利用者様と交流をして過ごしている。疲労感などを話すことはない。
・村上　元道様　～来所時、体調不良（頭痛）で仕事を早退してきて、ひと眠りしてから来たと話している。夕食前までゆっくりと入浴している。元気がないと声を掛けると「これがいつもの自分だよ。声が高い時はテンションが上がっている時で、ちゃんと自分で分かっているから大丈夫」と話している。その後も声高になる事もなく、時間まで穏やかに他利用者様と交流しながら過ごしている。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（東海林　康之様）

実施日：H31年5月13日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：藤田・工藤・蕨野・石田

山口・橋本・坂本

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	東海林　康之様
	性別
	男
	年齢
	64
	生年月日
	S30.5.3

	主病名
	躁うつ病
	合併症
	低血圧

	治療方針（医師の指示）
	1基本的生活習慣の習得。2身体機能の維持・向上(運動の習慣化・合併症の悪化予防)3対人関係の改善。4作業能力・持続性の向上。向上。5病識を身につける。

	本人希望
	

	家族希望
	過去の失敗を繰り返さないために、服薬管理や社会復帰訓練をして欲しい。

	入院歴
	計　9　回（最終：　H13年1月　日～H21年8月1日）

	通所歴
	　　回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H21年8月17日～現在　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護

青明舎　　　　　生活保護受給中

	住居：単身生活（アパート）
	家族構成
大樹（長男）名古屋　　　　　　　　　　　　　

宝樹(次男)

上村(長女)笹子在住

	利用制度
	障害手帳　1級
	年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	仕事を継続していきたい。
	①病状悪化させずに安定した生活を送る。
	①病状が変化しても、適切に対処ができる。
	①服薬を継続して行い、自己調整せず、不調時（気分高揚/多弁さ/浪費/抑うつ）はスタッフや医師に相談する。

	
	②健康な身体でいる。
	②標準体重65.0㎏を目指し、1ヵ月後2kg減量する。
	食事の際は、適量を摂取するよう心掛ける。自炊する時は、適量作るか、多く作り残った分は保管して、次の食事に回す。食事内容を確認し、バランスの取れた内容となるように助言していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①病状が変化しても、適切に対処ができる。
	デイケア利用時にやや気分の高い様子があるが精神的には大きな変化なく経過している。奥様の父様がなくなった際に眠れず、血圧が高くなることや気分の高さが一時的に見られた。指摘に自覚は出来ている。就労先を就労継続支援A型事業所へ変更希望があるが、就労時間や取り組み状況の評価が十分でない為現在の就労支援B型事業所（カシオペア）で継続して3ヶ月就労後に検討する事としているが、人員に空きがあると聞き、見学を早めたいと焦るような発言がある。病識や服薬の必要性については理解できていると考えられる。また、現在の状況なども医師に話す事で来ており、適切に対処出来ている。
	病識や服薬の必要性に関して理解できており自己調整等することなく過ごすこと出来ている。概ね達成出来ているが現在の病状を維持する為、計画を継続する。

	②標準体重65.0㎏を目指し、1ヵ月後2kg減量する。
	減量はできていない。H31.3月で体重71.8kg。食生活は野菜も食べているとのことだが、飲酒量も多く、体重に影響していると考えられる。
・運動に関しては、通所利用は、祝日のみということもありエアロビやラジオ体操などにもあまり参加していない。今後、運動の状況などを確認していく。
	減量は達成出来ていない。今後、食事内容などの確認、振り返りを行っていく必要がある。運動に関しては、通所利用が祝日のみとなっている為、日常的な運動状況など確認、助言をしていく。

今後も継続する。


その他　H28.3月～祝日のみ利用となっている。

【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	①病状悪化させずに安定した生活を送る。
	①病状悪化させずに安定した生活を送る。

	①病状が変化しても、適切に対処ができる。
	①服薬を継続して行い、自己調整せず、不調時（気分高揚/多弁さ/浪費/抑うつ）はスタッフや医師に相談する。

	
	②健康な身体でいる。
	②現在の体重を考慮した上で70kgを目指し、1ヵ月毎で0.5kg減量する。
	食事の際は、適量を摂取するよう心掛ける。自炊する時は、適量作るか、多く作り残った分は保管して、次の食事に回す。食事内容を確認し、バランスの取れた内容となるように助言していく。


